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ハン ドピースのチ ップを照射面に対 して垂直方向
に約0.5mm接近 させて瞬間的に左右に約0.5mm
動 か し,先 端 か ら約3mmの 間 を往 復 後,
DIAGNOdentRの値(以下D値 と略記〉を記録 した。











ではpH4.4と酸性 を示 したが,希 釈を行 っと中性










になるのは再現性である。今回,再 現性 を向上 さ
せるためにDIAGNOdentRが反応 しない白色の紙
をバ ックグラウン ドに して,し かも距離 を20cm
以上保ちなが ら測定 した。 しかし,臨床で使用す
る場合にはD値に影響 を与えるさまざまな要因が
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てメチレンブルー染色液 にエ タノール を20%ま
たは40%含有 させ ることによってエ タノール を
含有 していない染色液 と比較 してD値が有意に増
加 したことか ら特異性が高 まることが示唆 された。
(32)
